
1 太平洋スルメイカ漁場調査

I 調査目的

E 

との調査は、木県太平洋に来遊するスルメイカの来遊量、群の性状及び移動を把握し、漁業指導と漁

況予測を行左う ζとにより漁業経営の安定K資するものである。

調 査 内 4卓2司r 

1 調査期間

2 調査海域

3 調査員及び調査船

調 査 員

調査船

昭和 46年 7月~同年 12月

本県太平洋沿岸及び沖合

技 師 赤羽光秋 技 師 田村真通

主任研究員 斎藤重男 課 長 山形 実

技師補 松井謙介 技 師 沢田兼造

瑞鴎丸 (40.111トン、 D160 P S、橋本船長以下 10人剰13.)

東奥丸(犯.35トン、 D120 PS、高井船長以下 10人乗組)

4 調査項目

(1)漁場観測

(2)漁獲試験

(3) 生物測定

5 調査方法

(1) 0-200mの各層測温及び一般海気象観測を操業の都度行い、期間中 52回実施した。

(2) 瑞鴎丸の漁獲試験は自動イカ釣機 5台(ハマデ式 2台、サンパー 2台、ニッサン 1台)と手回し

釣機 4台言十9台を使用し 7月 4日-9月 28日の期間 34航溝実施した。

東央丸は自動イカ釣機 6台(ハマデ式2台、ニッサン 2台、サンパー 1台、関式1台)、手回し

釣機2台、アンテナ針(オッパイ針使用) 2式計 10台を使用し、 9月 30日-12月 4自の期聞

に 14航滞実施した。

(3) 生物測定は東北水研八戸支所と共同実施し、多項目測定25回で合計 1，195尾、パンチング調査

1 8回で合計 1，800尾についてbと左った。

E調査結果

1. 昭和 46!iEの漁況と海況

(1) 漁況

八戸近海漁場の夏秋の漁獲量、出漁隻数・ 1隻当り漁獲量の経年変動は第 1-3表のとbりで、

本年の漁獲量は昨年を上回ったものの 1隻当り漁獲量は昨年を下回夕、漁況は昨年K続いて極端K

低調であり、魚群の来遊量水準は相当低いものであったと判断される。一方、関連海域である岩手

県及び道東の漁獲量は第 4、5表のとbりで、岩手県では最近5ク年平均(26， 500トン)の約 45 

%1rCとどまり、また道東では 5ク忽平均(158， 000トン)の 16 %と、関連海域の漁獲量は本年記

録的1.c:不漁にみまわれ、岩手県では過去の最低だった S、 39年を若干上回ったものの道東ではそ

れを更K下回った。

らuの太平洋側1rC:l>~ける代表的友三陸、道東漁場の漁獲量水準から考えて、本年の魚群来遊量水

準は昨年同様極端に低かったものと考えられる。
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第 1表 八戸近海釣イカ漁獲量 (単位 1.000トン)

主E (昭和) 35 36 37 3R 39 40 41 42 43 44 45 46 

夏 イ カ 50 21 31 22 lR 27 24 35 29 19 6 11 

秋 イ カ 23 22 42 35 15 14 25 29 32 lR 7 5 

言十 73 43 72 5R 33 41 49 64 61 36 13 16 

資料:八戸魚市場

第 2表 八戸近海イカ釣漁船の出漁隻数 〈単位 1，000隻)

長E (昭和) 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 

夏 イ カ 17 14 16 14 lR 14 14 13 10 12 6 10 

秋 イ カ 10 11 12 12 14 10 10 15 14 10 5 6 

言十 27 25 2R 26 32 23 24 ~ 25 22 11 16 

資料:八戸魚市場

第 3表 八戸近海イカ釣漁船の 1隻当り漁獲量

年 (昭和)

(単位トン)

夏

秋

イ

イ

カ

カ

!.E 間

第 4表

年

漁

資料

第 7表

資料:八戸魚市場

(単位 1，000トン)

岩手県水産試験場 五港:久慈、宮古、山田、釜石、大船渡港

道東漁場の釣イカ漁獲量

(昭和)

獲量

(単位 1，000トン)

釧路水試(十勝、郵11路根室支庁の合計)

(単位 1 0トン)

昭和 4 6年月別道東のツメイカ漁獲量 (単位 1 0トン〉

9 

月

獲 」川 223 

計9 7 自 1 0 

10自104 

資料:釧路水試(花咲、根室港合計〉
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• 

次に参考として、第 6表及び 7表K道東底びき網によるスルメイカ漁獲量と、 46年K道東の釣イ

カで混獲されたツメイカの漁獲量を示したが、底びき網Uてよるスルメイカ漁獲量は釣漁の沈滞Kも関

わらず逆K近年増加しているととが注目されるoまた冷水性のツメイカが本盆かつて見られ念い程大

量K漁獲され、 9、 10 月 K花咲港K水揚されたイカの 20~30~ を占めたが、との点も本年の特

徴として注目される。

145 14.6 . 

42 昭和 46年東蛸臓の樹冗棋だ字

、ー-.倉空、孟孟，q-・6 l 1 .' J ムf一二 l J J 資料:漁海況定線観測 10 0 M 

層水温分布

41 記号 :WT 津軽暖流域

co 親潮域

WK  黒潮分派域

40寸 昇長H曙吾、~ 、¥J 1¥¥¥¥ t ー量 140 

39 39 

-142 

41 41 

40 40 

39-1 39 

42- 42 

40叫

。

39 39 

141 142 143 144 145 146 
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(2) 海況

第 1図に昭和 46年 6、目、 10月の東北海域に》ける海況模式図を示した。

津軽暖流は本年夏期には勢力がやや強〈、張出面積が平生Eより幾分広〈流域の水温は比較的高か

った。一方との時期Uては例年どおり津軽暖流の東側に親潮接岸分校が細長く南下してたり岩手県陀

接岸していた。このため岩手県近海は昭和39任以降に見られ念い記録的念低温にみまわれた。また親

潮接岸分校の更に東側十ては黒潮系暖氷塊があり、 ι月に既VL410 Nきで先端は北上していた。 ζの

暖71<塊は 6月中心が 145.50酢てあったが、日月には 1440E、 10月には 1430Eと次第陀商陀移動し

1 0月以降津軽暖流域と混合しているoとの暖水塊の北上は 6--10月の期間襟裳岬以南にあって

それより北へは移動ぜず、とのため秋の三陸近海は全体K高温K左り、道東では低温と左った。 き

た親潮の秋の南下経路は 1430E以東で、例年より離岸した0

2. 沖合潮境域漁場調査結果

昨年とほぼ同じ時期の 7月 20日から 22日までの期間、当時襟裳岬南々東 90浬を中心K存在し

ていた黒潮分派域の北端に劃いて、試験船瑞鴎丸により調査をかと念ったが、航靭程i及び 50 m層水

温分布は第 2図及び 3図のとなりである。

第 2図 昭和 46年度太平洋沖合湾職域漁場調査航跡図

、、旬、‘
司、』‘

20' 30' 50' 

420N 
-ー¥

¥と
ら21日06時剖

-1凶6~時寺 5ω0 分仮治

;'，ム
/ 

50' 

i F 2。
¥ 21日21時!?介
、-23時 30分ψ

'-ー~。
"¥ F-3 

在
い品
聡い
庇叫
n
k
 〈

40' 

戸...----ーーl

4¥J  F 1/戸-
⑨一一一-_--一一-----
tic-余 20臼22時 00分

cl世 -21日03時 30分

巴 ~c I媒
'" r 迫
ト、 111..
rノ、 1-3D' 

F 1-F 4 漁獲試験位置

一110ー



第 3図 7月中匂の 50 m層水温分布
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漁獲試験の結果は第 8表のとなりで、 Fl地点で 1晩vr11.120尾を漁獲したが、 F2、 F3、F4の
各点では簿漁であった。

第 8表 昭和4 6年 7月下句太平洋沖合スルメイカ操業結呆

調 査 ，点 名 Fl F2 F3 F4 

操 業 2 0日 2 1日 2 1日 2 1日 2 2日

日 時 22. 00 ~ 03. 30 18. 50 ~ 20. 30 21. 30 ~ 23. 30 01. 00 ~ 03.0。
コニ モ岬 コニ モ岬 エ. モ 岬 二巳 モ岬

位 置
SE士S20渥SE  2 0浬 ESE  1 5浬 SE/E 1 9浬

漁 動 力 5 4口A、 4 4 4 

具
数 手 回 5 i口A、 。 。 。
5 0 m 水 温 2. 4 ℃ 1. 9 2. 5 2.3 

漁 1蔓 尾 数 11.120尾 1 9 0 2 0 

1時間 1台当漁獲尾数 202尾 。 9 2 

備 考 RO尾入 139箱 1 箱
一一一一一一一一
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漁獲試験を行った各地点の水混は第 4図及び第 9表に示したと必りで、各点とも昨年同様にほぼ水深

5 0 mを境Kして上層には暖水が張出してかり下層は 3'C以下の冷水で占めムれ、いわゆる親潮域内

の水温構造を示しているが、全体に昨年よりも水温が低かった。

第 4図 操業地点lrL;l:，~ける水温垂直分布
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第 9表 操業地点の各層平均水温

?で F3 F4 備 考F1 F2 

4 5年:。~ 30m 
9.3 'c 9. 7 1 C. 6 9. 6 

1 6. 2 ~ 1 9. 5 'c 層

4 5年:3 0 へ- 5 0 m 
2.8 'c 2.2 3. 1 2.5 

6. 3 ~ 1 3.2 'c 層

一一一
米 積算水温の平均値
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外套背長組成は第 5図のとなりで、 F1地点のモードは 1Rcm、 F3地点では 17 cmであるが、当時

の八戸近海Kなける群は 19、2Ocmモードであり、また岩手県では 20、 21 cmモードであったと

とから、それら沿岸の群と沖合の群とは性状が異り、沖合の群が 1~ 3cm小型であるの

一方、昨年同期の調査による沖合イカとくらべると、夫々最も分布密度の高かった海域になける群の

組成は、昨年 2Ocmモード、本年 1Rcmモードで、本年はやや小型であった。

第 5図 沖合群の外套背長組成
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3 八戸近海漁場調査結果

第 6図K本年及び昨年の八戸近海イカ多1漁場にお省ける表面及び 50 m!言水温の推維を示したが、両

層ともほぼ R月中~下匂を境lてして前半で 46年が高〈後半では 45伝が高<;をっている。また表面

水温、 50 m層水温ともその推維が波状的念変化全〈り返し、特に夏期の 50 m層ではその振幅が大

きい口

図中に大、小と記入したのは月令に伴う大潮、小潮であり、!)0 m署i.k湿の周期的左変化は ζれら

潮汐の周期と一致する場合が多いの

第 2図 昭和 45・46昼の八戸近海漁場にがける表面及び!)0 m I言水温の推移
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八戸近海漁場における試験船瑞鴎丸及び東奥丸の漁獲試験の結果は第 10表のとおりで、漁獲量が

昨年を僅かK上回ったが、 1時間 1台当り漁獲尾数を算出すると昨年を下回り、当業船の漁況と同じ

傾向がみとめられる。

第 10表 八戸近海漁場における試験船の漁獲試験結果

1時間 1-&当り
漁獲尾数|漁獲尾数 備 考

29.987 

28.4 10 

13.3 I 1航溝平均使用漁具数8.6 8台
15.3 I 向上 8.68台

八戸近海漁場を含めた三陸近海の本年の群の組成は第 7図のとおηで、※新谷が示した冬生まれ群

の成長曲線をあてはめるとほぼ前年 12月から同年2月頃に生まれた群で占められ、また、岩手県近

海の群が八戸近海の群よりも比較的大型で、やや早く生まれた群であろうと考えられる。まずこ僅かな

がら 9月中匂に一部秋生まれ群と見られるモード 25mの大型群も出現している。次に関連して 44 

年及び 45年における太平洋出現群の組成を第8図及び 9図に示したが両年とも 46年にくらべて成

長の異る群が多数出現していることがわかり、その量的な推定は出来ないが、単に冬生まれ群以外V亡、

発生時期の多少異る群の存在することが考えられる。

※ 新谷 久男 1 9 6 7年 "スノレメイカの資源"より

第 7図 昭和 46年東北太平洋沿岸漁場における外套長モードの推移
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昭和44年度東北太平洋及び道東漁場のスルメイカ外套背長モードの推移第8図

-ーー...-二-Lττ一一一一--
- - -

〉ど_____Q 0 --己) - _. -。竺 0-A 

________ _ - O. ~ • 

_-〆戸・0-. 0.0・・・・------ --- ~ /・ 1/.、。/0・

/ぐ;
XII / 

/ 

/ 

/ • 

。

>< 

cm 
26 -

24 

22 

外
套
背
長
モ

l
ド

• 
20 

1B 

14 

16 
l
H
岡

田

l

12 

H 
十

+寸

「ペ

10 

.----，-----，，----T-----，-----.. r- ，---'1 --...， 
2o 30 10 2031: 1o 2031・ 10 20 30 10 20 31 10 2030  10 

J u n J u l~ A u g. S e p. 0 c t・ Nov.

日

X千葉県勝浦沖(釣)十八戸定置網東〈釣)-八戸近海(釣)

f:::"道南浦河沖(釣)

ローマ数字と曲線は発生月及び成長曲線を示す。

。道



昭和45年東北太平洋及び道東漁場のスルメイカ外套背長モードの推移第 9図
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N 調査の成果および今後の課題

1.調査の成果

昨年度の調査亡黒潮北上分派に沿って太平洋沖合を北上するスルメイカ群の存在や回遊様式及び

漁場形成条件の知見を得たので、本年度は、その結果K基づいて、沖合朝境域漁場の開発試験を実施

し、 1航海のみであるが目標海域の誌験にー応成功した。

試験結果は同時に無線放送を行って当業船の利用を図ったが、僅か1隻が試験海域に出漁して成果

を収めた。試験海域の漁況を八戸近悔の漁況と比較すると、釣機 1時間 1台当り漁獲量は沖合では

1 8 2昆八戸近海(瑞鴎丸、 7月 22 - 3 0目、操業7回)ではo.7尾で、当時の八戸近海漁場の

漁況が不振であったため、沖合i潮境域漁場の価値が極めて高い結果を示している。

2. 今後の課題

本年の来遊資源量水準はほぼ昨年並の極めてイ底、もの陀終り、スルメイカ資源に対する危機が漁業

者や関連業者及び研究者間においても強く叫ばれている O 一方L若手、況の不振とは対照的に魚価の高騰

が目立ち、これに刺激され着業船が増加し、結果として努力量の過多が漁場の過密と競合を招く現象

が本年顕著に現わ九スノレメイカ漁業がブームと末期的症状の両面を見ぜていたことが本年の特徴と

云える。とのような情勢下での水試の急務は、資源の効率的利用限界を見極めることと、漁場開発に

よって過密を緩和することである。このうち、特に後者については前節で述べたように調査はやや順

調に進められているが、今後更に強力におし進める必要がある。また資源K関する調査研究は今後他

県とも共同して、広い海域について漁船の動きや群の生態等K鳴する資料を蓄積してゆくことが必要

である。
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資料1 昭和 46年八戸近海場におけるスルメイカ外套背長組成の推移

阪
6 7 8 

27 1 9 10 13 21 22 24 29 2 3 4 11 

12 2 

13 8 6 2 2 

14 24 46 10 1 6 

15 19 76 13 22 1 12 1 

16 15 58 18 6 41 3 10 2 1 4 

17 4 60 25 8 29 8 6 2 9 3 9 4 2 

18 1 25 18 16 6 27 3 10 8 13 9 8 21 

19 7 71 15 1 30 3 18 21 15 4 14 21 

20 61 3 20 5 26 15 18 5 9 27 I 

21 11 2 9 4 12 11 15 2 11 45 

22 2 1 2 3 2 2 3 48 

23 2 1 1 3 1 1 25 

24 10 

25 1 3 

26 4 

27 

計 71 280 100 50 100 100 55 71 71 70 36 50 206 

三沢 尻労沖 サメ角 サメ角 市 同 サメ角 サメ角 サメ角

E F/N~N 
2 
S E 場 NE NE/E FYN~N 

2 

備 10-15 20 浬 16 浬 調 17 浬 18 浬 20 浬

浬 瑞鴎丸の 査 左 瑞鴎丸
同 左 同 友

船上でパ 漁獲物

ンチング

考

性 早 25 28 26 35 27 23 20 27 

上じ 合 25 22 24 15 23 13 30 23 
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》え
8 3 

12 23 25 26 27 28 6 日 10 17 19 20 23 

16 

17 2 1 1 1 1 

18 7 1 1 2 1 1 1 1 1 

19 10 2 7 10 3 12 2 3 4 2 1 1 

20 15 10 20 19 15 8 7 15 11 9 2 4 

21 15 15 14 17 25 19 15 27 13 21 4 11 7 

22 6 10 12 8 27 11 15 6 18 37 13 21 11 

23 6 7 4 3 18 5 14 5 8 33 11 29 11 

24 8 1 4 3 3 2 2 12 10 27 11 

25 5 4 3 2 2 8 10 32 4 

26 1 2 1 3 10 3 

27 3 11 1 

28 1 3 1 

29 1 

30 

31 

計 61 50 60 60 100 60 60 60 60 130 50 100 50 I 

サメ角 サメ角 サメ角 サメ角 サメ角 サメ角 出戸

ENE ENE  ENE ENE  NNE  NJ. E 
2 
E 

備 18 浬 18 浬 17 浬 18浬 18 浬 20 浬 3浬

瑞鴎丸 瑞鴎丸 瑞鴎丸
同左 同左 同左 同左

漁獲量 漁獲物 漁獲物

考

性 ♀ 25 31 24 26 30 26 27 31 28 

比 3 25 19 26 24 20 24 23 19 22 
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|法
9 10 11 12 

28 9 21 4 10 10 12 13 13 22 3 

16 1 

17 。
18 1 

19 1 。 1 

20 1 。 1 

21 8 9 13 1 1 1 1 1 

22 10 お1 13 7 3 2 4 2 5 1 3 

23 15 79 28 9 3 6 14 9 18 10 11 

24 10 85 25 16 16 16 31 14 32 15 18 

25 5 58 11 5 10 23 35 18 22 9 11 

26 1 21 7 9 6 19 14 11 21 3 6 

27 1 12 2 1 2 21 11 6 8 2 

28 2 1 5 5 2 3 1 

29 1 2 4 4 1 

30 1 2 

31 1 1 

言十 50 300 100 50 40 95 121 67 111 44 50 

サメ角 サメ角 八木沖 久慈、沖 八木沖 サメ角

N/E ENE ENE 

イ庸 18 浬 20 浬 水深

わかた 80 -

か丸 120 m 

漁獲物

考

性♀ 25 18 24 15 19 

比 ~ 25 32 16 29 31 
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資料2 昭和 46年スルメイカ外套長組成

岩手県沿母漁場(定置網・ 1本釣)

ik( 
7 

8 9 13 20 20 22 

8 1 

9 。 1 

10 。 2 

11 1 3 

12 4 1 1 

13 11 1 5 

14 19 19 7 

15 4 17 49 17 

16 6 7 24 12 1 

17 12 3 3 1 2 3 

18 29 1 1 。 1 

19 15 4 21 6 

20 8 1 55 11 

21 1 ， 1 34 19 

22 10 7 

23 1 

24 1 

25 

言十 75 63 104 50 122 50 

首 越 山
越喜
綾里埼 綾里埼

埼 喜 田

岸 来 湾 来 SE6.5 E/S 
湾、 北 湾

備
定
口 r、、 深 110 -
定

置 置 150 - 120 

網 網、_，
170 

考

27 

7 

18 

19 

10 

2 

4 

60 

首
埼

100 
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岩手71<試資料

8 9 

2 4 10 23 25 9 21 

〆由、
29~ 

1 

尾、_，

1 

1 

1 

1 

1 1 

3 4 5 

1 2 4 5 4 

7 5 2 7 10 4 6 

20 14 8 19 10 9 3 

13 20 10 25 13 15 4 

9 16 8 16 10 15 11 

5 9 5 2 19 11 

1 1 3 17 6 

2 5 

49 65 46 79 52 87 62 

τにと? 釜 首埼~ 首 首 釜
松 ?兵 石 埼 埼 石
i湾 湾 綾里埼 湾
烏 内 ロ
井 百 130 - 120 70 百

60- 島 埼 埼
r"、、 150 

80 
r疋ふー，

定
置 置
網 網、_， 、_，



S 4 6年スルメイカ外套長組成

岩手県沖 1本釣 岩手水試

ト級C罵 ¥ 1 
1 0 1 1 

5 1 3 5 2 2 

1 5 

1 6 

1 7 1 

1 8 4 

1 9 3 

2 0 5 2 

2 1 5 1 1 

2 2 1 1 2 2 

2 3 1 4 1 1 2 4 

2 4 5 1 3 2 1 2 4 

2 5 5 1 1 1 8 3 4 

2 6 2 8 1 3 2 3 

2 7 3 7 3 1 1 

2 8 1 2 1 1 0 

2 9 1 2 

3 0 1 1 2 

3 1 1 

3 2 

計 6 0 5 9 5 9 1 1 3 

釜 康 大 尾
備 石 舟 釜 崎

湾 湾 崎
口 口

深
考 1 6 5 1 0 0 

- 1 7 0 
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資料 3. その他の海域におけるスノレメイカ外套長組成

長ぐ~I 6 I 7 ， I 
品川 281  2 i 2 0 1 2 0 
1 2 1 1 

1 3 1 3 

151  51 11 11 I 2 

161  171 11 21 21 17 

17 I 231 151 81 61 35 

181  251 321 341 171 22 

191  121 271 241 221 8 

201  21 91 221 191 2 

211  1 21 91 10 

221  1 I 11 31 1 1 1 

2 3 I I I I 1 1 1 I 6 

24 I I 1 1 I 1 61 10 

25 I 1 1 1 1 1 131 15 

2 6 I 1 1 1 1 1 6 I 5 

2 7 1 I 1 1 1 I 4 1 3 

2 8 I I I 1 i 1 3 

2 9 I 1 I 1 J 1 3 

計 911 871 1011 811 861 351 40 

釜石湾口 大船波瑞鴎丸沖合同 左|同 左 i民間給同 左

備三貫島最 E 1 0 i呈調査 漁獲物

エリモ岬同 左エリモ岬

SE;/S20浬 SE;/E19淫大和堆浦河沖

考 船上ω 多項目演陪船上ω i 
チング チング

性 Q ト 1 9 1 2 3 

比 d I I I 1 8 1  6 ! 1 7 

124-



資料 4 昭和 46年度スルメイカ調査結果一覧表(太平洋沖合)

調査船名 瑞 鴎 丸 よ口』 計

航海次数 1 1 

年 月 日 7.20-21 7. 2 1 7. 2 2 

始 2 2. 0 0 1 8.5 0 2 1. 3 0 o 1. 0 0 

刻終 了 o 3. 3 0 2 O. 3 0 2 3. 3 0 o 3.0 0 

始 コニ モ岬 コニ モ 出甲 ヱ モ岬 コニ モ岬
N 

S E/E  S E V2 S 位 SE/S ESE  
E 

置 2 0' 1 5' 1 9' 

終 コニ モ 出甲 ヨニ モ H叩
N 

位 SE2/l E SE/E 
E 

置 2 ct 1 9' 

始 180 144 160 1 7 0 

深終 了 2 1 5 158 1 8 0 180 

天 侯 f、 dr b c e C 

海 風向・力 SW1 W4  W2  W2  

. 気 圧 1.0 0 9 1.0 0 5 1. 0 0 6 1. 0 0 6 

気 温 1 3. 5 1 4. 0 1 3. 0 1 3.0 

気
波 浪 1 4 2 2 

象 う ね り 2 3 1 1 

流向速 ENElイ5

OM  1 1. 4 1 2.8 1 2. 2 1 1. 6 

各 1 0 1 0.3 1 2.7 1 2. 0 1 O. 8 

層 2 0 9. 2 8. 1 1 0.7 1 O. 0 

7l<. 3 0 5. 3 3. 4 6.2 4.1 

温 5 0 2. 3 1.9 2. 4 2. 2 

7 5 1. 6 1.6 1. 5 1. 9 

〆'、 100 1.4 1.4 1. 4 1. 7 

℃ 150 1.2 1.2 1. 4 

、、./
200 1. 6 

300 

漁 動 力 5 4 4 4 1 7 

具 手 動 5 。 。 。 5 

漁獲尾数 1 1. 1 2 0 1 9 0 2 0 1 1. 2 3 1 

操業時間 5.5 1. 7 2.0 2. 0 1 1. 2 

単位漁獲量 202 。 1 1 3 182尾

15-22cm 15-20cm 
魚 体

MO 1 8 cm MO 1 7 cm 

サンマ.サパ. サ J之君羊浮上 サンマ群.サパ サンマ(1 0-

イ椅 考 サメ.マンボウ 群浮上 3 1 cm )立を泳

オットセイ遊泳
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資料 5

昭和 4 6 年度スルメ

調査船名瑞鴎丸

航海次数 1 12  1;;  14  15  

月日 7. 5 I 6 I 8 i 16 1 22 

時開始 17. 00 I 17. 00 I 16. 30 ! 18 00 i 16. 00 I 20. 30 

亥1]終了 i 22. 40 I 20. 00 I 19. 40 I 23:;0 I 19. 30 I 23 30 

始 N サメ角サ メ角 1サメ角

茸 20 ' 

!バ
c!  f! fl c: f! f 

1 SINE2SE11E2!E3NI  

20. 0 I 17. 0 I 16 5 l- 19. 0 I 17 5 I 17. 0 
11 1! 1 11 3 1 

象 うねり i 1 2 i つ l 2 1 

流向速

、。 OM 16. 4 15. 5 16. 3 170| 18. 3 17. 9 

各
1 0 13. 4 15. 7 ! 17. 1 18. 4 18. 2 

.2 0 14. 4 13 9 14. 3 15. 5 18. 5 18.4 
層
3 0 13. 8 13 i 14 3 14. 3 I 17. 0 18. 3 

7.K 5 0 12. 3 13. 3 13. 2 15. 0 14. 7 

温
7 5 11. 8 12. 1 11. 8 12. 1 12 2 12.7 

1 0 0 11. 5 1 t. 3 11. 2 10. 1 11. 9 12. 1 
r向、
150 

℃ 
'--' 2 0 0 

300 L 
漁 動 力 3 3 3 3 3 

兵 手 動 。 。 6 

i240i 1 

。 。
漁獲尾数 30 5 60 1 60 

操業時間 5. 7 3. 0 3. 2 S 5 3. 5 3. 0 

単位漁獲量 2 1 。 7 

魚 体 15 - 18 cm 1箱 8O~入 M 1O3h~u2155αcm t 

サンマ (20cm) 古里 霧 配電板故障 5 0隻操業 中サバ浮上 中サパ浮上

中サパ 小サバ群遊泳 ドンコ、メバ
備 考

スルメイカ Jレ釣る

(15 cm)去を泳
一一一一…n

お 単位;負滋量二 1時間 1台当り漁獲民数
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イカ調査結果一覧表

6 7 8 9 10 11 12 

26 27 - 28 28 - 29 29 29 - 30 8.2 - 3 3-4 

19. 30 18. 30 19.00 19. 30 18. 40 18. 30 18.40 

23.00 0.30 01. 00 22. 30 01. 30 02.20 01. 10 

サメ 角 サ メ 角 サ メ 角 サ メ 角 サ メ 角 サ メ 角 サ メ 角

NE  / E N/E  18 I ENE NE/E NE/E NE  NE/E 

18浬 17 I 18 I 18 I 17 I 18 I 

120 135 125 120 130 135 

巴 b c f c c、f f 

ESE2 S E 1 ESE2 SW4 S 2 S E 2 

1008 1007 1011 1004 1007 1006 

17. 0 24.0 17. 0 24.0 25.0 23目。
1 1 1 2 1 1 

1 1 1 l 1 2 

S E O. 5 

18. 3 19. 5 18. 9 19. 8 21. 9 22. 2 

18. 1 18. 7 18.7 19. 6 18. 9 14. 9 

17. 3 17. 2 18. 4 18. 5 17. .4 12. 1 

17. 4 16.8 17. 6 17. 8 15. 9 11.4 

16. 8 15. 4 14.9 14.6 14. 7 13. 6 

15. 1 13目6 13. 7 13. 9 13. 4 12.1 

13. 9 12. 1 13. 5 13. 4 11.6 11.9 I 

3 5 5 5 5 5 5 

。 5 5 5 5 4 4 

10 15 。 11 50 40 1.080 

3.5 6.0 6.0 3.0 6. 8 7. 8 6. 5 

1 。 。 。 1 1 19 

7 0 尾入

5 0隻操業 小サパ群浮上 小サノ主群浮上 操業船 100隻 操業船 100隻 濃霧

操業船 70隻 濃霧 1人 1- 2箱
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調査船名 瑞 蕗 丸

航海次数 13 14 15 16 17 18 

月 日 4-5 10 - 11 11 -12 17 19 8.24 - 25 

時 巨自 始 18. 30 17. 40 17. 30 18. 00 18.30 17. 50 

亥日 終 了 O. 10 02. 00 0.00 22001 21. 30 1. 00 

始 サ メ 角 サ メ 角 サメ 角 サ メ 角 サ メ 角 サ メ 角
N 

E/N~N 位 NNE  ENE  NE/E  NE/N  ENE  

置
E 

18 I 20 I 18 I 18 I 18 I 18浬

終
N 
サ メ 角

位 N/E  

置
E 

17 I 

水 開 始 150 145 140 140 150 140 

深 終 了 130 200 150 

天 イ侯 f f c c c b 

海 風向、力 NE1 S E 1 SW2 E S E 3 E4 S E 2 

気 圧 1005 1012 1010 1008 1019 1010 . 
気 混 24.0 24. 0 23.0 17.0 18. 0 23. 0 

気
波 浪 1 1 1 2 2 

象 うねり 2 1 1 4 2 

流向速 S E 

OM  21. 8 21. 4 21. 2 20. 3 20.0 20. 1 

1 0 18. 9 20 0 18.5 20. 3 20. 1 19. 8 

各 2 0 17. 5 18. 7 15. 9 20 2 20. 0 19. 8 

層 3 0 16.6 16. 8 14. 4 19. 8 19. 5 19. 8 

水
5 0 14. 9 12. 1 12.9 17. 9 17. 4 17. 7 

7 5 12. 9 10， 0 10. 0 16. 1 15. 1 14. 9 

混
100 11. 5 10. 5 8.4 13. 1 12. 7 12目 8

〆、~、J 150 

200 

300 

漁 動 カ 5 5 5 5 5 5 

具 手 動 4 5 5 5 5 5 

漁獲尾数 7 1， 970 3， 180 5 15 4. 131 

操業時間 5. 7 8. 3 6. 5 4. 0 3.0 7. 2 

単位漁獲量 。 24 49 。 1 57 

魚 体 6 0尾入 6 0 尾入 6 0 尾入

潮流が速い 2 3時 1人 ゴンドウクジ 操業船 40隻 ゴンドウクジ

4蒲 考 小サパ群浮 4 0 - 5 0 ラ群泳 ラ群泳

上 尾釣る。
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19 20 21 22 23 24 25 

25 - 26 27 - 28 28 9. 4 5 - 6 9.6 - 7 7-8 

17. 00 17. 10 17. 10 17. 10 18. 00 17. 10 17. 10 

01. 30 01. 20 21. 30 21. 30 02. 00 02.00 01. 00 

サ メ 角 サメ 角 サ メ 角 サ メ 角 サ メ 角 サメカ ド サメカ ド

ENE  ENE  E/N  ENE  NNE  NNE  NすE
17浬 18浬 17 ' 18 ' 19 ' 19 ' 20 ' 

サ メ 角 サメカ トー

N/E  N/E  

17 ' 16 ' 

120 125 120 135 180 150 130 

1目。 90 

b c c b 巴 c 巴 c 

S E 2 S E 2 S E 2 S E 3 WNW4  E 1 S E 3 

1016 1016 101n 1010 1006 1010 1014 

26. 0 22. 0 23. 0 19. 0 19. 0 20. 0 18. 0 

1 1 1 3 2 1 2 

1 2 2 4 3 2 2 I 

19. 0 20. 4 21. 6 18. 0 18. 8 19. 5 18. 6 

18 3 20. 4 21. 1 17. 8 18. 6 19. 0 18 7 I 

15. 6 17. 5 19. 0 16. 3 17. 8 18. 8 18. 7 

15. 8 14. 8 14.0 15. 2 15. 7 18. 1 18. 4 

11. 5 14. 8 7. 3 11. 5 14.8 14. 3 16. 9 

11. 5 14.6 4. 9 10. 1 13. 0 13. 3 15. 7 

11. 6 5. 1 9. 8 12. 3 13. 0 

5 5 5 5 5 5 5 

5 5 5 5 5 5 5 

880 3， 180 60 20 1，680 1， 500 5，460 

8. 5 8. 2 4. 3 4. 3 8.0 8. 8 7. 8 

10 39 1 。 21 17 70 

6 0 尾入 6 0 尾入 6 0 尾入 6 0 尾入 6 0 尾入

スルメイカ 操業船 サメ角 ENE 小サンマ群泳 1 8時 30分 1時 30介

群浮上 170隻 水深 90視で 操業船 1人 20-30 1人 10-15

操業、漁獲o 130隻 尾釣る 尾釣る
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調査船名 瑞 鶴 丸

航海次数 26 27 28 29 

月 日 8 -.. 9 9 -.. 10 10 20 

時 開 始 18. 00 17. 00 17. 10 17.00 

亥日 終 了 0.30 0.40 21. 30 22.30 

始
N 

i白SE 出戸E サ メ カ ト手 サ メ 角

位 4 ' 3 ' NE/N  N 

置
E 

18 ' 15浬

終 サ メ カ ド
N 

l 2 位 N w 

置
E 

22 ' 

水 開 始 2no 135 130 70 

深 終 了 130 165 

天 候 b c e 

海 風向、力 S E 2 ESE3 WNW5 

気 圧 1021 1020 1019 . 
気 湿 23.0 15唱。 15.0 

気
波 浪 2 2 

象 うねり 3 2 

流向速 S S E 0.5 

OM 19. 2 18. 4 18. 8 18. 8 

1 0 19. 0 18. 5 19. 2 18. 7 

2 0 19. 6 18. 6 19. 1 18. 7 

矯|?: 19. 7 18. 2 18. 8 17. 9 

18. 9 17. 3 16. 6 16. 4 
.. ，[-ー

7 5 17. 4 15. 8 14. 2 

!温い o0 15. 5 13. 4 10.4 

ふト150 /サ メ

200 ¥NEN  14 ' 

3 0 0 

漁 動 力 5 5 5 5 

具 手 動 5 5 5 5 

漁獲尾数 3. 120 360 4 190 

操業時間 6. 5 7. 7 4. 3 5. 5 

単位漁獲量 48 5 。 。

魚 体 6 0 尾 入 6 0 尾 入

1人 2-3尾続く。 サパの反応多い

備 考 操業船 100隻
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言十

30 31 32 33 33 

22 - 23 23 - 24 24 25 

16. 50 17. 00 16. 30 17. 20 

0.50 01. 30 20.30 19. 20 

サ メ 角 サ メ 角 サ メ 角 サ メ 角

N/E  2" E N 
1 
E NNE  NNE  

2 

16浬 16浬 16浬 17浬

サ メ 角 サ メ 角 サ メ 角

N NNE  NE  

10浬 10浬 16浬

110 110 115 130 

75 80 110 

b c b c c r 

S E 1 NW3 S羽T2 S E 4 

1022 1018 1012 1017 

18 0 21. 0 19. 0 16. 0 

1 2 1 3 

1 2 1 3 

S S E 

20. 1 19. 6 19. 1 18. 6 

19. 3 19. 5 18. 7 18. 6 

19. 1 19. 5 18. 1 18. 5 

19. 1 19. 2 17. 8 18. 0 

19. 0 17. 6 17. 5 17.8 

19. 0 17. 2 17. 7 

18. 9 14. 3 14.9 

5 5 5 5 158 

5 5 5 5 147 

10 2. 350 10 10 29，749 

8. 0 8.5 4.0 2. 0 194. 6 

。 27. 6 。 。 16. 9 

5 0 尾 入

サバの反応多い 1 9 - 2 2時の間 1 時化模様 時化のため操業中 1操業平均使用漁

捲 2-4尾 止 具数
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覧 表(太平洋沿岸)

調査船名|東奥丸 I i --4 

日非 | 

~J 

置位始 | 

革
水

深

海

. 
気

仁

!膏

水

温

、で~ 

漁

具

漁

操

単位漁獲量 。 1 1 I 1 1 

魚 体

サパ群浮上 操業給 10隻 |サンマ群浮上 | 
備 考

。ム
内

3
4
E
A
 



6 7 8 9 10 11 

15 18 19 21 25 29 

16. 35 17. 00 16.55 16. 15 16. 30 15. 30 

22.50 22. 30 22. 20 19. 20 22.15 20. 15 

40051 ' 40048 ' 400 48 ' 40045 ' 40047 ' 40045 ' 

141030 ' 141033 '5 1410 45 ' 141 0 52 '5 141040'5 141047'5 

40048 ' 40045 ' 400 42' 40041 ' 40042 ' 40041 ' 

141033 ' 141035 ' 1410 50 ' 1410 57 ' 141043 ' 141055' 

95 100 155 135 130 108 

83 80 120 90 140 

b c c b c e b 

NW3 NNW3 E3 NW3 羽T5 S 3 

1014 1025 1027 1025 1027 1022 

14. 0 13. 5 16. 9 13. 6 16. 3 

2 2 2 3 4 3 

2 3 3 4 4 2 

S 0.7 ' SSE1.0 S/E1.0 S E O. 8' 

18. 2 17. 0 16. 7 16.8 17. 0 17. 2 

18. 3 17. 0 16.7 17. 0 17. 4 16.4 

18. 0 17. 2 16. 7 16. 9 17. 3 16. 7 

17. 9 17. 4 16. 7 16. 8 17. 3 16. 5 

17. 8 1.6.9 16. 7 16. 6 16.9 16. 5 

16. 7 16. 6 14. 7 15. 8 16. 7 16. 5 

14. 3 13. 6 15. 8 16. 5 

サ メ 角 l

~ーNす E メ/75角~ /サメ/16角~ サ メ 角 サ メ 角

/¥サNメ19角，) ¥ 
N よ E NE  NNE  NE  2 

16 ' ) 14 '5 16 ' 

自 日 6 E 6 6 

。 2 2 。 2 。
43 10 。 。 2 6 

6. 3 5. 5 5.4 3. 1 5. 8 4. 8 

1 。 。 。 。 。
フイッシュコレ

サバ群浮上 小サンマ群浮上 クター使用後サ

ンマ群多くなる。

q
d
 
q
d
 



調査船名 東 奥 丸 言十 ぷ口う、 計

航海次数 13 14 14 17 

ノ月 日 11. 2 ; 4 19 

時 開 始 16. 30 16. 35 18. 20 

亥。 終 了 19. 05 18. 55 19. 00 1 

始 N 40046 ' 40048 '5 

基 E 141048' 141040' 141 c 29 ' 

革終 N 40045 ' 40047 ' 40047 ' I 
E 141053' 141043 ' 141031' 

水 開 始 120 125 60 I 

深 終 了 115 130 。5

天 侯 b e e 

海
風向・力 NW4 S E 3 WNW3  ! 

気 圧 1027 1015 1022 . 
気 温 14. 0 16. 4 8. 5 

気
波 浪 4 2 

象
うねり 2 2 

流向速

OM  16. 0 16. 6 15. 0 i 

1 0 16.0 16. 4 15. 0 I 

各 2 0 16. 2 16.4 15. 2 

層
3 0 16. 1 16. 3 15. 4 

5 0 15. 5 16. 3 15. 5 
水
7 5 15. 5 16. 2 

温
100 15. 5 16. 2 

s 150 /サ メ角L
200 NNE) 

300 17 ' 16 ' 

漁 動 力 6 6 3 81 23. 9 

具 手 動 。 2 。 14 16. 9 

漁獲尾数 。 16 。 243 29， 987 

操業時間 2. 6 2. 3 0.7 65. 2 259. 8 

単位漁獲量 。 1 。! O. 5 13. 5 

魚 体

1操業使用漁具 1操業使用漁具数

備 考 数平均 6.8台 平均8.5台

一134-


